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小学校算数科 「数 と計算」領域 におけ る

指導法に関する一 考察

宮　本　俊　光

宮城県工業高等学校

要　約

本稿は，通常「数と計算」領域においては，ll!一の数理内容を系統的に

学習する事が優先されており,課題解決能力を育成する複合型の問題場面

を取り上げ事は実際には難しい．そこで，「数と計算」と「数爪関係」等の

複数の領域にかかわるような課題解決学習のための教材開発や算数的活

動のための数学的思考力の育成や表現力の向上を目指す指導法の研究に

取り組んでいる.本稿においては，「消去算」に関する応用問題を開発し,そ

の授業提案をし学習指導案まで提案した．

キーワード　数と計算領域　指導法　算数科

1.はじめに

子ども達は,逝常「数と計算」領域において,図的衣現を川いて演算を決

定したり,自分の考えを説明したりする学習を数多く経験してきているは

ずである,しかし,単一の数理内容を系統的に学習することが優先されてお

り,課題解決能力を育成するような複合型の問題場面を取り上げる事は実

際には難しい,そこで，「数と計算」と［数量関係］等の複数の領域にかか

わるような課題解決学習のための教材瀾発や算数的活動のための数学的

思考力の育成や表現力の向上を目指す指導法の研究に取り組んでいる.

2.研究の背景と日的

木研究の目的のために,教科書の分析をすすめてきた.教科書の中におい

ては,子ども達の思考力を仲長させるために取り扱われているトピックの

単元を教材分析してきた.例えば,第３学年においてはバ 植木算」を第４学
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年においては，「消去算」を散見する事が出来る．「植木算」においては,直

径や円周を等間隔に分けた時の区切りの数と間の数との関係，「消去算」に

おいては,2 つの量の共通部分への着目を促す事が出来る.この事から,本稿

においては,子ども達に課題解決学習に収り組ませる事を目的としている．

子ども達に注目すべき観点を整理し,記号化や図的表現による有用性に気

付き,課題解決学習を通して,自ら課題を発見し解決する態度の育成のため

の指導法を目指す.本稿においては,具体的には「消去算」に関する応用問

題を開発し,その授業提案をする.

3.研究と提案内容との関辿

（1）教材分析を踏まえた単元構成と指導計画の設定

提案内容 …教材分析を踏まえた指導計画の構成

・応用的,発展的教育内容の教材開発及びその指導法の研究

（2）算数的活勁や学び合い学習を導入した学習過程の設定

提案内容…学び合い学習を導入した授業過程の榊成

・作業や 体験に基づいた算数的活勁の研究

・子ども達の自力課題解決過程やコミュニケーショーンの研究

．ペア学習や グループ学習による学習形態の研究

（3）個に応じた指導形態の雛立

提案内容… 倒別指導の構成

・個に対応するた めの机間巡視の研 究

（4）評価活動の指導法への反映

提案内容…評価を生かした学習過程の構成

・子ども進の自己評価を生かした指導法の研究

4.提案授業の目標

本稿における指導法は,子 ども達が日常生活の様々な経験から「共通部分

に注 目して」という「消去算」と言われる教材を通して,2 つの量における

対応関係について深く認識させる事である.図に表現する技能や意味を捉

え直す事により,新たな課題解決のための能力の育成を目指す授業を提案

す る事が目標である．
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5. 提案授業の学習指導案

(I)単元名　共通部分に注目して

(2)単元の目標　２つの共通部分に着目して,課題解決学習に取り組む事を

通して問題解決の能力の育成を仲長させる.

(3)単元の評価基準

①関心・意欲・態度

・図に表現する事により,問題の構造を簡潔に捉えようとする.

②数学的な考え方

・図に表現する事により問題の構造を捉え,共通部分に注目して関係

を考える.

③表現・処理

・図に表現し共通部分を引く事により問題を解決する.

④知識・理解

・図を利用して共通部分に着目した問題解決方法を理解できる.

(4)単元について

①教材観

本単元は,学習指導要領第４学年の以下の目標及び内容に基づく．

目標(4)

数蛾はその関係を式やグラフに用いて衣したり考察したりすること

ができるようにするとともに,目的に応じて依存関係を調べたり分類整

理したりすることができるようにする.

Ｄ(2)数量の関係の式

数址の関係を式で簡潔に表したり,それをよんだりすることができる

ようにする.通常,対応関係やそれを用いる考え方は色々取り上げられて

きているはずである.課題解決の際の重要な考え方も理解してきている

はずである．

具体的には,課題解決における２つの址の対応関係については,第一学

年においては２つの量の対応関係を通して,多少を求める授業や第三学

年においては対応関係の考え方の活用として,物と間隔に注目する学習

を経験しているはずである.さらに,第四学年においては,前の学年までに
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学習した図による表現を通して,課題解決学習を大切にして２つの最の

対応に注目する授業に取り組ませる．

本単元においては,2つの学習場面を比較し,共通部分を発見し２つ

の場面の数の差が持っている意味を単純に捉え直す事により,課題解

決能力の伸長を目的とする.

②指導観

以上のような教材観を踏まえ以下の様な指導を目指す，

i.教材分析を踏まえた単元構成及び指導計画案

本単元においては,関心・意欲・態度や数学的な考え方を観点に課題

解決能力を伸長させる事が月標である.提案授業においては,応用的発

展的な学習教材を通して,子ども達の課題解決能力のさらなる向上同

時に基礎・基本の定着を図れるように指導したい.そこで,通常１時間

の指導内容の扱いを２時間の内容として再俳成する事により,記号化

や図的表現をする事の良さを実感させ,表現処理できるように指導す

る.さらに,学習活勣を通して知識や数学的考え方を日常生活の具体的

なJ路面で生かせる指導をする.

iに算数的活動及び学び合いを導入した学習過程の工夫

日常生活の様々な事象を問題として提示し,記号化し図的に表現す

る事を経験させる.図的な表現については,子ども達自らが作成可能な

ように指導し,問題の構造図を捉えられる様にする.以上のような算数

的活動は凛 題の把抑や解決に向けて見通しを持って自らの考えを整

理し,課題解決する上で有効である事を理解させる．

さらに消 分の考えを発表する場面においても,明瞭かつ簡潔に伝達

する手段として有効である事を理解させる.また,学び合い活動を通し

て算数をする喜びを体感させる.

ｉ.評価を生かした授業展開

机間巡視を通して,個別指導をして意図的に指名していく.また,授業

の中で理解した事や気付いた事を纏めさせ,振り返る学習活動の場面

を構成する.さらに,新たに得られた知識を積極的に活用しようとする

態度を育成する．
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(5)単元の指導計画(2時間)

時間 目標 学　 習　活　 勣 評 価 基 準

１

２つの址

の共通部

分に着目

し課題を

解決する

方法を身

に付ける

ドーナツとケーキの

個数と合計の代金か

ら,それぞれの金額を

求める問題を図をも

とに考える．

Ａ：○十△△=380

B: ○ 十△　=290

知識・理解…図を基に問題の

構造を捉え,共通部分に注目

した課題解決の方法を理解し

ている．

表現・処理…図を基に共通部

分を差し引く問題の計算が正

しく出来る．

２

本時

２つの量

の共通部

分に着目

し課題解

決を通し

て,課題解

決能力の

伸長を図

る．

パンとおにぎりの個

数と合計の代金から，

それぞれの金額を求

める課題を図を基に

考察する．

Ａ：ＯＯ 十△△△△△

=780

B: ○○ 十△△△=540

関心・意欲・態度…図に表現

し,問題 の構造を 簡潔に捉 え

ようとしている．

数学的考え方…図をもとに問

題 構造を捉 え,共 通部分 から

差し引く方法を考える事が出

来る．

(6)本時の指導(2/2時間)

①本時の目標

２つの量の共通部分に注目し,課題解決を通して課題解決能力の仲

長を図る.

②本時の授業提案

i.図を恭に説明活動をする算数的活動の提案

問題文を図に表現する事により,題意の把握が容易かつ課題解決に

見通しを持たせ,自分の考えを簡潔かつ明瞭に説明可能にする.

ii .学び合いを深め会う方法の提案

課題解決後に子ども同士のコミュニケーションを促す場の構成と

知識共有及び課題解決に対する関心・意欲を高める.また,教師が支援

する事により,子ども達が自山に意見を述べる事が可能な場の構成を
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する.

iii.ＩＣＴ機 器の活用の提案

ＩＣＴ 機器を活用し,記号化し図に表現する事の良さを再確認させる．

集団解決の場においてもＩＣＴ機器を上手に活用させると共に教師が

支援する.

③準備物

・挿絵（パン,おにぎり） ・ICT 機器　 ・書画カメラ

④本時の授業展開

ねらい 学　 習　 活　 勣 指 導 上 の 留 意 点・評 価

導入

前峙の

確認

前時の学習を振り返

り,既習内容を確認す

る．

前時の子どものノー1 のヽ例をICT 機器

を活用して,記号化や図に表現する事

の良さを確認する．

問題場

面の把

握

問題丿訃面を理解する． 問題を把握させる

・買ったものを黒板に提示し課題の内

容を理解させる.

・前時の問題 と何か違うのかを中心に

確認させる.

・課題解決に向けて課題は何かを絞り

込ませる.

・ハンバーガーとドーナツ １個のだい

たいの値段を予想させる．

宮本先生は,ハンバ

ーガー2 ことドーナ

ツ５個を買い780

円しはらいました、

亘理先生は,ハンバ

ーガー2 個とドー

ナツ３個を買い540

円しはらいました．

ハンバーガーとド

ーナツ１個のねだ

んはそれぞれいく

らでしょうか

学習課

題の把

握

課題を確認する． 本時の課題を把握し,解決の兄通しを

持たせる.

・本時の活勁形態や時間配分を確認さ

せる．

’２つ の量をもとに,ハンバーガーかド

諮Iをもとに課題解

決する方法を考察

する．
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一ナツの値段のどちらか一方を求める

方法を考えれば良い事を確認させる.

・図で表現をさせ る時は,共通の

記号で表す事を確認させる.(記号化: 八

ンバーガー→０,ドーナツ→△)

自力 解

決提案

課題解決に取り組む

・問題文にあった図を

ノートに書き込み,題

意を把握しようとし

ている．

図を比較させ課題解決に取り組ませ

る．

・２つの量の図から同じ部分と違って

いる部分を整理させる.

・図を基に２つの量の共通部分から引

く方法を考察させる.

・解決できた子どもに対して,論理的に

説明可能なように考え方を纏めさせ

る.

一解決の困難な子ども達に対して,図の

共通部分をチェックし違いに注目する

ように促す．

数学的な考え方…図を基

に問題構造を捉え,共通部

分から引く方法を考察出

来る.(発表・ノート)

集団解

決 １

提案

近くの子ども同士発

表し合 う

隣や前後の子どもに発表させる.

・自分の考えを整理させ,ノートの内容

を簡潔に説明させる．

リ｣ 集ヽ団での発表活動から自分の考え

に自ぱを持たせる．

集団解

決 ２

提案

提案

発表し合い話し合う．

図を基に発表し合 う.

↓

質問,意見や感想を求

代表の子どもに解決方法を発表させて

意見,質問や感想を求める．

教師は,代表の子どもの発表の内容を

必要に応じて補足説明する．
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める.↓(質問,意見や

感想を発表する)

教師嵐子どもの発表を整理して課題

解決のための観点を板書する.

・図を基に共通部分をどの様に扱った

のかを説明させる.

・代表の子どもが数人の子どもを指名

して交流を深めさせる.

・代表の子どもの発表を通して分かっ

た事や自分の考えとの共通点や相違点

を中心に発表させる．

まとめ 問題を解くために大

切な方法を纏める．

課題解決を通して分かった事を板書を

基に纏めさせる.

・常に活用できるように観点を整理し

て纏めさせる．

今回の授業で分かった事や他の子ども

達の発表内容の良い点を中心に感想を

纏めさせる．

・見当を付ける.

・簡単な記号にす

る.

・図にする.

・そろえる.

・くらべる.

･同じものどうしを

引く

今回の授業の様子を

振り返り,学習ノート

に感想を會く．

⑤本時の判断基準

評　　　 価　　　 の　　　 観　　　 点 努力 を要する子ども達

への支援十分満足できる ほぼ満足できる

図を基に問題構造を捉

え,共 通部 分を 引 く 方

法を 考 察し,説 明 す る

事が出来る．

図を基に問題構造を捉

え共通部分から引く方

法を考察する事が出来

る．

図の共通部分に繋がる

所 をチ ニッ クさせ,違

い に 注 目 す る 様 に 促

す．
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5.まとめ

本稿においては，通常「数と計算」領域においては，単一の数理内容

を系統的に学習する事が優先されており,課題解決能力を育成する複合型

の問題場面を取り上げる事は実際には難しいため，「数と計算」と「数址関

係」等の複数の領域にかかわるような課題解決学習のための教材開発や算

数的活動のための数学的思考力の育成や表現力の向上を目指す指導法の

提案をしてた.特に，「消去算」に関する応用問題を問発し,その授業提案を

し学習指導案まで提示した.今後の課題としては,提案授業による授業実践

を秘み重ね,授業評価を行い改善を繰り返して行く事であると考える．
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